
−　目　次　−		

１Ｐ　第89回メーデー集会
２Ｐ　5.3憲法記念日のつどい
　　　100人スタンディング宣伝
　　　2019年国民平和大行進
３Ｐ　ナースウェーブ集会
　　　労働時間管理ガイドライン
４Ｐ　退職者をねぎらう集い
　　　遠野支部学習会
　　　支部歓迎会
５Ｐ　女性部ニュース
　　　青年部ニュース
６Ｐ　つぶやき、とんがらし
　　　４月号パズル当選者
７Ｐ　お知らせ
　　　　◇過労死110番
　　　　◇第43回岩手県医療研究集会
　　　懸賞パズル　６・７月の予定

2018年ナースウェーブ集会（5月19日　盛岡市「県公会堂」）

「2018年ナースウェーブ集会」記念講演講師
尾崎恵子さん

盛岡市内丸11番1号
岩手県医療局労働組合
電 話 019-623-8271
FAX 019-623-8273

URL http://www.iwate-ken-irou.org/

編集発行人
中 野 るみ子

毎月1回発行1936号（月刊150号）

2018年6月



1

　５月１日（火）、第89回メーデー集会が五月
晴れのもと県内11カ所で開催されました。岩
手公園広場で開催された県中央集会には、約
1000人が参加。岩手医大教職組が作成した４
メートルの高さにも及ぶ「いのちと平和が一番。
憲法９条を変えないで！」のデコレーションは、
注目を集めました。
　「９条守れ！」「安倍内閣総辞職」「看護師増
やして！そだね！」など要求を掲げたプラカー
ド・デコレーションを手に、集会後は元気にデ
モ行進をしました。各地域のメーデーでも県医
労各支部から参加し、集会を盛り上げました。

気

北

盛

両

釜

仙

上

岡

磐

石

改ざん・隠ぺい・ねつ造・セクハラ許さない！安倍政権は退場！

改憲NO！労働法制改悪するな！

第89回メーデー

県中央集会
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憲
法
記
念
日
の
５
月
３
日
、

盛
岡
で
は
「
安
倍
９
条
改
憲
Ｎ

Ｏ
！
全
国
市
民
ア
ク
シ
ョ
ン
岩

手
の
会
」
の
主
催
で
集
会
、
デ

モ
行
進
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
に
テ
レ
ビ
の
コ
メ
ン

テ
ー
タ
ー
と
し
て
も
活
躍
し
て

い
る
憲
法
学
者
、
首
都
大
学
東

京
大
学
院
の
木
村
草
太
教
授
が

来
県
。
準
備
段
階
か
ら
、
問
い

合
わ
せ
も
あ
り
、
会
場
の
岩
手

教
育
会
館
だ
け
で
な
く
、
第
２

会
場
の
産
ビ
ル
７
階
ホ
ー
ル
も

満
席
に
な
る
約
９
０
０
人
が
講

演
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　

木
村
教
授
は
、
憲
法
と
は
過

去
の
経
験
に
学
び
、
こ
れ
は
し
て

は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
を
書
い

た
「
張
り
紙
だ
」
と
説
明
。
９

条
改
憲
は
、
安
倍
首
相
の
説
明

す
る
「
自
衛
隊
を
明
記
す
る
だ

け
」
で
済
む
は
ず
が
な
い
。
逆
に

何
も
変
わ
ら
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

そ
も
そ
も
変
え
る
必
要
が
な
い

と
明
快
。
教
育
無
償
化
な
ど
の

改
憲
項
目
に
つ
い
て
も
そ
れ
ぞ

れ
問
題
点
を
指
摘
し
ま
し
た
。

　

集
会
後
、
盛
岡
市
内
を
デ
モ

行
進
し
、
安
倍
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
を

ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　「安倍内閣退陣「安倍改憲NO！」を掲げ、５月
10日（木）の昼時間、県庁前でスタンディング宣
伝が行われました。約70人が横断幕、プラカー
ドなどを持参して参加。それぞれがマイクで憲
法を守ろうと訴えました。

70人でスタンディング宣伝

「
自
衛
隊
を
明
記
す
る
だ
け
」で
済
む
は
ず
な
い

木
村
草
太
教
授
が
盛
岡
で
講
演
　

講演する木村草太教授

市内をデモ行進、改憲NO！をアピール

国民平和大行進で平和の一歩を
通し行進者も歩きます

　今年も、８月の原水爆禁止世界大会に向けて、
全国を横断する国民平和大行進がスタートしてい
ます。県内では６月９日（土）から17日（日）まで
をメインコースにし、沿岸などからの支線コース
も含め、全市町村を行進する予定です。
　通し行進者も歩きます。核兵器禁止条約の成立も、
こうした地道な運動の成果です。さあ、青年を誘い、
仲間を誘い、みんなで平和の一歩を刻みましょう。
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●始業時間前に情報収集などをしているが、みん
なが自主的にしていることであり、師長が命令

していないので時間外労働にはならない。

×　始業前業務は職場長の指揮・命令がなかったとして
も黙示の命令による業務になります。使用者は労働時間
を把握する義務があるので、黙認・放置は悪質な犯罪行
為となります。

●「夜間救急当直」の待機時間は労働時間とはなら
ない。患者が搬送されて救急業務を実働した時

間だけが時間外労働となる。

×　状態として救急患者の受け入れを想定している勤務
は、労基署の宿直許可を受けられません。従って、当直
ではなく通常の労働時間となります。

さて！○か×か！？

「労働時間管理ガイドライン」
Q1

Q2

の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、「
休
み
の
希

望
が
叶
わ
な
い
」「
家
族
の
面
倒

は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
」「
２

人
で
の
12
時
間
勤
務
は
無
理
が

あ
る
」「
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン

ス
が
と
れ
な
い
」
等
の
反
対
意

見
が
あ
っ
た
こ
と
を
紹
介
。
そ

れ
に
対
し
「
正
循
環
は
睡
眠
時

間
も
取
れ
て
、
身
体
が
楽
。
自

分
の
時
間
も
つ
く
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
」
な
ど
、
正
循
環
夜
勤

の
メ
リ
ッ
ト
を
話
し
ま
し
た
。

民
間
の
病
院
労
組
か
ら
は
「
師

長
が
夜
勤
を
し
て
い
る
」
実
態

の
報
告
も
あ
り
、
参
加
者
か
ら

は
驚
き
の
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

長
は
基
調
報
告
で
、「
人
手
不
足

を
オ
ー
バ
ー
ワ
ー
ク
で
補
う
悪

循
環
を
断
ち
切
る
た
め
に
、
こ

れ
か
ら
も
看
護
師
を
増
や
す
運

動
を
続
け
て
い
く
」
と
強
調
し

ま
し
た
。

  

記
念
講
演
で
は
元
客
室
乗
務

員
の
尾
崎
恵
子
さ
ん
が
「
輝
い

て
生
き
た
い
！
仲
間
と
と
も
に
」

と
題
し
て
、
勤
務
し
て
い
た
当

時
の
職
場
の
実
態
や
、
労
働
組

合
の
大
切
さ
に
つ
い
て
話
し
ま

し
た
。「
夢
を
持
ち
就
職
し
た
が
、

働
き
始
め
た
ら
10
時
間
の
勤
務

の
中
で
休
憩
は
全
く
と
れ
な
い
。

乗
客
一
人
ひ
と
り
へ
の
サ
ー
ビ
ス

時
間
は
50
秒
あ
る
か
な
い
か
で
、

マ
シ
ン
の
よ
う
な
働
き
方
を
し

て
い
た
。
全
日
空
で
は
労
働
組

合
に
１
０
０
％
加
入
し
て
い
る

が
、
自
分
が
組
合
活
動
を
す
る

ま
で
は
何
を
し
て
い
る
か
分
か

ら
な
か
っ
た
。
活
動
を
し
、
一

つ
ひ
と
つ
解
決
し
て
い
く
中
で
、

働
き
た
い
人
が
働
き
続
け
ら
れ

る
職
場
へ
と
変
わ
っ
て
い
っ
た
。

過
去
の
闘
い
が
今
に
つ
な
が
り
、

今
の
闘
い
が
未
来
へ
と
つ
な
が

る
。
な
か
ま
と
共
に
つ
く
り
あ

げ
て
い
く
人
生
を
」
と
激
励
し

ま
し
た
。

　

リ
レ
ー
ト
ー
ク
で
は
、
３
単

組
か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

県
医
労
か
ら
は
中
央
執
行
委
員

の
○
○
○
○
さ
ん
が
、「
12
時

間
二
交
代
夜
勤
と
正
循
環
」
に

つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。
職
員

に
行
っ
た
12
時
間
二
交
代
夜
勤

　

５
月
19
日
、
県
公
会
堂
で
、

岩
手
医
労
連
主
催
の
岩
手
県

ナ
ー
ス
ウ
ェ
ー
ブ
集
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
１
３
０
名
が
参

加
、
県
医
労
か
ら
は
８
支
部
・

本
部
32
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

○
○
○
○
○
看
護
対
策
委
員尾崎さんの講演を聞く参加者

報告する○○中央執行委員

な
か
ま
と
共
に

　
笑
顔
か
が
や
く

　
　
明
る
い
未
来
を
！
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遠野支部学習会

天
候
に
も
恵
ま
れ

 
楽
し
い
２
日
間
で
し
た

退
職
者
を
ね
ぎ
ら
う
集
い

　５月17日、遠野病院支部は22名が参加
し「12時間二交代と正循環」についての学
習会を開催しました。これまで試行・導入に
至っている病院の状況や長時間労働及び、
夜勤は有害なことからも、12時間二交代に
は反対であることを再度確認。組合が進め
ている「正循環シフト」を活用していくこと
を全員で共有しました。

4月24日
江刺支部

4月20日
二戸支部

4月26日
高田支部

　

４
月
21
日
～
22
日
、
秋
田
県

仙
北
市
で
退
職
者
を
ね
ぎ
ら
う

集
い
を
開
催
し
ま
し
た
。
１
日

目
は
、
わ
ら
び
座
の
「
ブ
ッ
タ
」

を
観
劇
。
２
日
目
は
角
館
散
策
、

酒
蔵
見
学
、
木
工
体
験
の
コ
ー

ス
に
わ
か
れ
て
交
流
し
、
昼
食

は
全
員
で
田
沢
湖
ビ
ー
ル
と
軽

食
を
楽
し
み
ま
し
た
。
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青年部歓迎会
二戸支部
5/19

一戸支部
5/21

遠野支部
5/22
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外
出
す
る
に
も
、
今
年
は
花

粉
症
が
ひ
ど
く
、
マ
ス
ク
も

テ
ィ
ッ
シ
ュ
も
手
放
せ
な
い
状

況
。
花
粉
症
が
な
け
れ
ば
、
花

見
に
行
っ
た
り
し
た
い
の
に
、

春
を
楽
し
め
な
い
…
。
悲
し
い

で
す
。

大
船
渡
支
部
　
　
　
　
　
　

　
ハ
ク
シ
ョ
ン
大
魔
王

　

　

　

中
学
生
の
子
ど
も
が
、
い
ろ

い
ろ
な
参
考
書
や
辞
典
を
必
要

と
し
て
い
る
の
で
、
図
書
カ
ー

ド
が
当
選
す
る
と
も
の
す
ご
く

助
か
っ
て
い
ま
す
。
母
は
、「
ま

ち
が
い
さ
が
し
」、
送
り
続
け

ま
す
。

中
央
支
部
　
も
も
ま
ま

　

　

　

金
曜
日

　
　

ビ
ー
ル
、
グ
イ
ッ
と

　
　
　

お
つ
か
れ
さ
ん
。

宮
古
支
部
　
慢
性
疲
労

　

　

　

看
護
師
が
、「
献

身
の
誓
い
を
立
て

た
女
性
」
と
し
て

看
護
活
動
を
開

始
し
た
の
は
、
女

性
が
専
門
職
と
し

て
社
会
の
中
で
活

動
す
る
こ
と
が
困

難
で
、
そ
の
選
択

を
す
る
の
が
賢
明

だ
っ
た
。
そ
う
い
っ
た
歴
史
的

背
景
を
受
け
、「
看
護
と
い
う

労
働
が
献
身
性
を
も
つ
」
よ
う

に
な
っ
た
▼
看
護
師
が
白
衣
の

天
使
と
し
て
描
か
れ
、
微
笑
を

絶
や
さ
ず
に
献
身
的
だ
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て
語
ら
れ
る

の
も
、
こ
う
い
っ
た
原
点
を
考

え
れ
ば
納
得
が
い
く
。
し
か
し
、

イ
メ
ー
ジ
は
と
も
あ
れ
看
護
師

だ
っ
て
人
間
で
あ
り
、
感
情
移

入
も
当
然
行
わ
れ
る
。
感
情

移
入
を
拒
否
す
る
こ
と
は
、
腹

が
立
つ
こ
と
、
泣
き
た
い
と
き

だ
っ
て
あ
る
の
に
、
患
者
の
前

で
は
そ
う
い
う
感
情
を
で
き
る

だ
け
見
せ
な
い
よ
う
に
し
つ
け

ら
れ
、
い
わ
ゆ
る
看
護
師
ら
し

４
月
号
パ
ズ
ル

４
月
号
パ
ズ
ル

　

４
月
号
パ
ズ
ル
「
ま
ち
が

い
は
７
つ
」
に
は
24
名
の
応

募
が
あ
り
、
全
員
が
正
解
で

し
た
。
厳
正
な
る
抽
選
の
結

果
、
次
の
10
名
が
当
選
さ
れ

ま
し
た
の
で
図
書
カ
ー
ド
を

贈
り
ま
す
。

▪
４
月
号
当
選
者（
敬
称
略
）

　

ハ
ニ
オ
、
あ
や
マ
マ
、
ぶ
っ

ち
ゃ
ー
け
ん
最
高
、
春
よ
来

い
、（
以
上
、
中
央
支
部
）、

プ
ー
の
は
は（
中
部
支
部
）、

桜
�
大
好
き（
磐
井
支
部
）、

二
度
と
飲
む
ま
い（
南
光
支

部
）、
み
ー
ち
ゃ
ん
、
ラ
イ

ム（
以
上
、
大
東
支
部
）、
マ

リ
リ
ン（
釜
石
支
部
）

　

中
央
支
部
も
超
勤
ワ
ー
ス
ト

を
発
表
し
て
い
る
の
は
、
び
っ

く
り
で
す
。
中
部
で
も
、
部
署

に
よ
っ
て
は
全
部
の
時
間
外
を

発
表
さ
れ
た
り
、
貼
り
出
さ
れ

た
り
し
て
い
ま
す
。
誰
も
好
き

で
時
間
外
労
働
し
て
い
ま
せ

ん
。
健
康
に
留
意
し
て
と
言
う

な
ら
、
毎
月
年
次
つ
け
て
と
言

い
た
い
。

中
部
支
部
　
プ
ー
の
は
は

　

　

　

就
職
し
て
日
も
浅
く
、「
大

丈
夫
か
な
？
」
と
少
し
不
安

に
感
じ
て
い
ま
す
。
い
ろ
い

ろ
と
覚
え
、
ま
ず
は
環
境
に

慣
れ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

釜
石
支
部
　
マ
リ
リ
ン

　

　

　

先
日
、
ニ
ュ
ー
ス
で
看
護
職

員
が
辞
め
た
い
と
思
っ
て
い
る

と
回
答
し
た
割
合
が
80
％
を
超

え
た
と
会
見
し
て
い
る
様
子
を

見
ま
し
た
。
現
場
の
深
刻
さ
が

よ
く
わ
か
る
デ
ー
タ
だ
と
感
じ

ま
し
た
。

磐
井
支
部
　
　
　
　
　
　
　

　
木
工
用
ジ
ェ
ー
ム
ス
ボ
ン
ド

い
看
護
師
に
仕
上
げ
ら
れ
て
い

く
▼
看
護
師
は
、
援
助
専
門
職

と
し
て
対
象
と
な
る
人
々
の
心

身
の
状
態
や
変
化
を
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
し
な
が
ら
、
安
心
・
安
楽

を
提
供
し
て
い
る
。
疾
病
を
抱

え
て
い
る
中
で
も
、
こ
の
病
院

に
入
院
し
て
よ
か
っ
た
、
病
気

に
な
っ
た
自
分
と
向
き
合
え
る

よ
う
に
な
れ
た
と
い
う
よ
う
に
、

少
し
で
も
肯
定
的
に
な
れ
る
よ

う
に
気
を
配
っ
て
い
る
▼
そ
し

て
近
年
、
社
会
的
に
も
看
護
師

の
感
情
労
働
が
、
人
間
の
心
理

的
コ
ス
ト
に
支
払
う
代
償
が
大

き
い
こ
と
に
警
鐘
が
鳴
ら
さ
れ

て
い
る
。
仕
事
に
献
身
的
に
な

り
す
ぎ
る
と
燃
え
尽
き
て
し
ま

う
し
、
自
分
と
自
分
の
職
務
を

切
り
離
し
て
演
技
の
達
人
に
な

れ
ば
、
正
直
で
な
い
自
分
を
不

愉
快
に
感
じ
て
し
ま
う
。
感
情

を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
こ
と
が

仕
事（
感
情
労
働
）だ
か
ら
こ
そ
、

感
情
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
方
法
に

つ
い
て
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

と
し
て
も
っ
と
話
し
合
い
、
学

ぶ
必
要
が
あ
る
と
思
う
。 

（
り
）



つなぎ温泉「ホテル紫苑」
・１日目、２日目だけの参加も可能です
・参加費は1人1,000円（市民、学生は無料）
　宿泊の場合は実費（要予約）13：30～17：30 9：00～11：30

いのちの尊厳を守ろういのちの尊厳を守ろう

7/7土 7/8日

第43回
岩手県
第43回
岩手県

7/7土 7/8日

〈1日目〉 ● 看護分科会：「いきいきと働き続けるために」
 ● 精神分科会： 「変わりゆく精神科医療 」
 ● 保育分科会： 「生きる力を育む読み聞かせ

～乳幼児期の発達に必要な絵本選びの大切さについて～」
〈2日目〉 ● 看護分科会：（レポート発表）
 ● 精神分科会：（レポート発表）
 ● 介護分科会： 「介護報酬改定で職場はどうなる」

〈1日目〉 ● 「2018診療報酬改定について」
 ● コンディショニング for everyone
 　　　生活習慣病と介護予防 ～“調子がいい”があたりまえになる～
〈2日目〉 ● 貸借対照表ってなあに？ ～経営資料の見方～

分
科
会

基
礎
講
座

講師：長久啓太さん

  記念講演　7日㈯ 13：45～15：15

働くこと、生きること
～医療をめぐる動きと憲法の大切さ～

６月の予定

１日（金）	 県医労看護部会（水産会館）

９日（土）～17日（日）

	 2018年国民平和大行進

10日（日）	 第16回いわて保育のつどい（岩手県自治会館）

16日（土）～ 17日（日）

	 第45回医療研究全国集会	in	長野

22日（金）～ 23日（土）

	 県医労第74回定期大会（ホテル紫苑）

30日（土）	 第64回岩手県母親大会	in	滝沢

（国立岩手山青少年交流の家）

７月の予定

６日（金）～７日（土）

	 県医労女性部第61回定期大会（ホテル志戸平）

７日（土）～８日（日）

	 第43回岩手県医療研究集会（ホテル紫苑）

21日（土）	 県医労青年部第61回定期大会

（花巻市山の神温泉「優香苑」）
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